
○
…
日
ノ
丸
産
業
（
鳥
取
市
富
安
２

丁
目
）
で
は
４
人
が
受
講
し
、
新
聞
の

効
率
的
な
読
み
方
や
一
覧
性
に
つ
い
て

学
ん
だ
。当
日
の
紙
面
に
も
目
を
通
し
、

見
出
し
や
リ
ー
ド
を
読
ん
で
気
に
な
っ

た
記
事
は
本
文
を
読
む
な
ど
、
短
時
間

で
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
る
方
法
を
実

践
し
た
。

山
口
将
介
さ
ん

は
「
電
子
新
聞

を
契
約
し
て
い
て
、
ト
ッ
プ
記
事
や
ア

ク
セ
ス
数
が
多
い
記
事
を
読
む
。
紙
の

新
聞
は
写
真
も
含
め
て
目
に
入
り
、
普

段
な
ら
読
ま
な
い
記
事
に
も
出
合
え

た
」
と
話
し
た
。

□情報習得法を実践日ノ丸産業 鳥取市

効率の良い新聞の読み方を実践する受講者

□会話のきっかけに鳥取銀行 鳥取市

○
…
鳥
取
銀
行
（
鳥
取
市
永
楽
温
泉

町
）
で
は
新
入
行
員

人
が
受
講
。
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
と
接
す
る
窓
口
業
務
や

取
引
先
と
の
会
話
に
役
立
て
る
た
め
、

新
聞
記
事
か
ら
地
域
の
話
題
を
取
り
入

れ
、
会
話
の
き
っ
か
け
と
す
る
こ
つ
を

習
得
し
た
。

武
田
晴
希
さ
ん

は
「
初
対
面
の

人
と
の
会
話
の
進
め
方
を
見
直
す
機
会

に
な
っ
た
。
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
の
材
料

や
話
題
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
日
頃
か

ら
新
聞
記
事
の
内
容
を
し
っ
か
り
理
解

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
」

と
話
し
た
。

コミュニケーションワークショップの感想を話す
受講者

□地元の話題生かす大山日ノ丸証券 鳥取市

○
…
大
山
日
ノ
丸
証
券
（
鳥
取
市
吉

方
温
泉
３
丁
目
）で
は
６
人
が
受
講
し
、

新
聞
記
事
を
き
っ
か
け
に
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。
自
身
が
読
ん
だ
記
事
か
ら
会
話
を

広
げ
、
相
手
に
合
わ
せ
た
記
事
選
び
や

話
題
展
開
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。

福
田
彩
月
さ
ん

は
「
鳥
取
市
の

地
域
商
品
券
の
記
事
を
取
り
上
げ
た

が
、
地
元
の
共
通
の
話
題
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
盛
り
上
が
っ
た
。
今
後
も
地

域
の
記
事
に
注
目
し
、
業
務
に
生
か
し

た
い
」
と
話
し
た
。

メモを取りながら熱心に話を聞く受講者

□見極める目育成へ鳥取トヨタ自動車 鳥取市

○
…
鳥
取
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
鳥
取
市

天
神
町
）
で
は
３
人
が
受
講
。
情
報
の

真
偽
の
確
か
め
方
に
つ
い
て
、
講
師
が

過
去
の
災
害
時
に
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
で
拡
散
さ
れ
た
虚
偽
情
報
の
事
例

を
紹
介
し
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
か
ら

情
報
を
仕
入
れ
、
正
し
い
も
の
を
見
極

め
る
目
を
養
っ
て
」
と
呼
び
か
け
た
。

佐
久
間
康
平
さ
ん

は
「
ネ
ッ
ト

の
情
報
は
全
て
を
う
の
み
に
し
な
い
よ

う
心
が
け
て
い
る
。
多
く
の
人
の
確
認

を
経
て
発
行
さ
れ
る
新
聞
は
、
効
率
良

く
事
実
を
知
れ
る
媒
体
だ
と
感
じ
た
」

と
話
し
た
。

さまざまな媒体から情報を入手する事の大切さを
学ぶ受講者

□トーク力アップへエヌケーシー 鳥取市

○
…
鳥
取
市
戎
町
の
エ
ヌ
ケ
ー
シ
ー

（
Ｎ
Ｋ
Ｃ
）
で
は
、
新
入
社
員
４
人
が

受
講
。
試
読
を
通
し
て
新
聞
を
読
む
面

白
さ
に
触
れ
、
社
会
人
と
し
て
地
域
情

報
を
知
る
大
切
さ
を
実
感
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
新
聞
を
読

ん
で
関
心
を
持
っ
た
記
事
を
基
に
即
興

ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
、
会
話
の
難
し
さ

や
楽
し
さ
を
体
感
し
た
。

千
村
詩
織
さ
ん

は
「
話
す
記
事

を
選
ぶ
の
が
難
し
か
っ
た
が
、
見
出
し

を
頭
に
入
れ
る
だ
け
で
も
会
話
が
で
き

た
。
新
聞
が
ネ
ッ
ト
で
も
読
め
る
の
は

便
利
だ
と
思
う
」
と
感
想
を
述
べ
た
。 新聞記事から話題を振る新入社員ら

□スクラップ作り挑戦鳥取県農業共済組合 北栄町

○
…
鳥
取
県
農
業
共
済
組
合
（
北
栄

町
東
園
）
で
は
３
人
が
受
講
し
、
記
事

を
仕
事
に
役
立
て
る
方
法
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
新
聞
へ
の
理
解
を

深
め
た
。

新
入
職
員
は
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
に
つ
な
が
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
。
仕
事
で
相
手
と

の
会
話
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
と
し
て
地
元

の
記
事
が
有
効
な
こ
と
を
学
ん
だ
ほ

か
、
間
違
い
の
な
い
文
章
作
り
の
ポ
イ

ン
ト
や
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
作
文
の
メ

リ
ッ
ト
と
注
意
点
も
理
解
し
た
。

ま
た
、
３
人
が
意
見
を
交
わ
し
な
が

ら
新
聞
記
事
を
切
り
抜
い
て
、
「
交
通

安
全
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ク
ラ
ッ
プ
新
聞
を
制
作
。
受
講
者
は

「
新
聞
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。

読
む
機
会
を
増
や
し
た
い
」と
述
べ
た
。

オリジナルスクラップ新聞作りに
挑戦する新入職員

□地元の情報収集に美保テクノス 米子市

○
…
美
保
テ
ク
ノ
ス
（
米
子
市
昭
和

町
）
で
は
、
同
社
と
グ
ル
ー
プ
会
社
の

新
入
社
員
ら

人
が
受
講
。
新
聞
を
短

時
間
で
効
率
よ
く
読
む
方
法
や
、
地
域

の
情
報
が
顧
客
と
の
会
話
に
役
立
つ
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た
。
参
加
者
は
実
際

に
紙
面
を
開
き
、
見
出
し
や
リ
ー
ド
を

読
ん
で
記
事
の
概
要
を
読
み
取
り
、
学

び
を
深
め
た
。

受
講
し
た
田
中
葵
さ
ん

は
「
地

域
に
密
着
し
た
仕
事
な
の
で
、
新
聞
か

ら
地
元
の
情
報
や
情
勢
を
知
る
こ
と
が

大
事
だ
と
感
じ
た
。
情
報
を
う
の
み
に

せ
ず
、
自
分
で
取
捨
選
択
し
て
う
ま
く

活
用
し
た
い
」
と
話
し
た
。

紙面から地元の記事を探す新入社員

□効率良い読み方学ぶ日本海情報ビジネス専門学校 米子市

○
…
日
本
海
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校

米
子
市
道
笑
町
２
丁
目
、
安
藤
順

一
校
長

で
は

今
春
入
学
し
た
情
報
シ

ス
テ
ム
コ
ー
ス
と
ビ
ジ
ネ
ス
Ｉ
Ｔ
コ
ー

ス

公
務
員
総
合
コ
ー
ス
の
学
生

人

が
情
報
活
用
の
重
要
性
な
ど
を
学
ん

だ

大
事
な
事
柄
を
最
初
に
書
く
「
逆

三
角
形
」
の
記
事
構
成
や
、
新
聞
を
短

時
間
で
効
率
よ
く
読
む
方
法
な
ど
を
紹

介
し
た
。

内
田
悠
介
さ
ん

は
「
新
聞
の
一

覧
性
や
多
様
性
の
特
長
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
記
事
の
信
頼
性
の
高
さ
が
分
か

っ
た
。学
校
で
読
ん
で
み
よ
う
と
思
う
」

と
話
し
、
谷
口
瑠
奏
さ
ん

は
「
ネ

ッ
ト
中
心
の
生
活
だ
が
、
新
聞
の
見
出

し
だ
け
で
も
読
も
う
と
思
っ
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
情
報
を
収
集

し
、
メ
デ
ィ
ア
と
正
し
く
付
き
合
い
た

い
」
と
話
し
た
。

当日の新聞を開き 飛ばし
読み を体験する学生たち

企
業
の
枠
を
超
え
地
域
で
連
携

し
て
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
、
鳥

取
商
工
会
議
所
金
融
部
会
は
、
中

小
企
業
を
対
象
に
合
同
の
新
社
会

人
研
修
を
開
催
し
た
。
鳥
取
県
東

部
の

社
か
ら
入
社
３
年
目
ま
で

の
若
手
社
員

人
が
参
加
し
、
仕

事
で
役
立
つ
新
聞
の
活
用
法
や
資

産
形
成
、
特
殊
詐
欺
や
防
災
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
基
本
知
識
を
学

ん
だ
。

採
用
数
が
少
な
く
、
外
部
講
師

を
招
い
て
の
研
修
を
企
画
し
づ
ら

い
中
小
企
業
の
若
手
社
員
に
も
、

多
様
な
研
修
を
受
け
て
欲
し
い
と

初
め
て
企
画
。
地
元
新
聞
社
や
鳥

取
県
警
、
金
融
団
体
な
ど
が
講
師

を
務
め
、
受
講
者
は
社
会
人
と
し

て
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

た
。こ

の
う
ち
、
鳥
取
市
富
安
２
丁

目
の
新
日
本
海
新
聞
社
は
「
社
会

人
の
た
め
の
新
聞
講
座
」を
実
施
。

本
紙
読
者
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者

が
、
正
し
い
情
報
を
見
極
め
る
力

を
養
う
こ
と
の
大
切
さ
や
、
新
聞

か
ら
地
域
の
情
報
を
収
集
し
、
顧

客
や
取
引
先
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
生
か
す
こ
つ
を
伝
え

た
。受

講
し
た
エ
ス
テ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
勝
原
彩
香
さ
ん

は
「
窓

口
業
務
な
ど
で
お
客
さ
ま
と
接
す

る
機
会
も
多
い
は
ず
。
見
出
し
だ

け
で
も
読
む
習
慣
を
つ
け
、
地
元

の
話
な
ど
雑
談
の
ネ
タ
を
新
聞
か

ら
取
り
入
れ
た
い
」
と
話
し
た
。

同
部
会
の
今
井
敏
明
部
会
長
は

「
人
材
の
県
外
流
出
や
離
職
が
増

加
す
る
中
、
地
域
全
体
で
協
力
し

て
若
手
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
は
県
の
中
西
部
で
も
開

催
が
で
き
れ
ば
」
と
意
欲
を
見
せ

た
。

企業の枠超え合同研修

新聞で正しい情報を見極める力を養ってほしいと話す講師

営業担当だった頃、お客さまや取引先が新聞に載ってい

ると会話のきっかけにしていた。今も気になる記事や仕事

に役立つ記事は切り抜いて手帳に挟んでいる。新聞で世の

中を知り、さまざまな世代と話すときに地域の話題が役に

立つという気付きを持ってほしい。

会話に役立てて
鳥取トヨタ自動車本社営業部

田中 憲一さん

社会に関心持って
大山日ノ丸証券
代表取締役専務総務統括部長

今井 敏明さん

インターネット中心では情報が偏りがち。新聞などで社

会や地域の動きを幅広く知り、仕事に生かすとともに、詐

欺などから自分を守る力も身に付けてほしい。社内では若

手社員が記事を話題にする機会を設け、社会への関心と新

聞を読む習慣作りにつなげている。

スキルアップは面白い！
新日本海新聞社は新日本海新聞社は20152015年から年から 企業や学校を対象に企業や学校を対象に 社会人のための新社会人のための新

聞講座聞講座 を実施を実施しているしている ビジネスに新聞をビジネスに新聞を 活動の一環で活動の一環で 新聞を教新聞を教

材として活用し材として活用し 情報収集の方法や業務に生かすこつなどを伝えている情報収集の方法や業務に生かすこつなどを伝えている

講座は座学とワークショップを講座は座学とワークショップを組み合わせた 分組み合わせた 分 試読を通して記事試読を通して記事

を読むことから始まりを読むことから始まり 効率的な読み方や地域情報を知ることの重要性効率的な読み方や地域情報を知ることの重要性

仕事や日常のコミュニケーションにつなげる視点を養う仕事や日常のコミュニケーションにつなげる視点を養う

近年は近年は インターネット上の情報と新聞記事の違いにも触れインターネット上の情報と新聞記事の違いにも触れ 正確な情正確な情

報を見極める力やネットリテラシーの向上にも重点を置く報を見極める力やネットリテラシーの向上にも重点を置く さらにさらに 新聞新聞

で培われる文章構成力で培われる文章構成力や表現力がや表現力が 生成生成ＡＩＡＩに指示を出す際のプロンプに指示を出す際のプロンプ

ト作成にも生かせるとしてト作成にも生かせるとして 時代に応じた講座内容を展開する時代に応じた講座内容を展開する

本年度も本年度も ４月から県内各地の企業や学校で４月から県内各地の企業や学校で 講座が開か講座が開かれているれている

新聞を通じた人材育成の取り組みを紹介する新聞を通じた人材育成の取り組みを紹介する

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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